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2化⽯燃料は有限

100年で⼈⼝増加は約4倍(15億⼈ → 70億⼈)

1地球温暖化進⾏の原因 → 温暖化ガス

1

再⽣可能エネルギーシフトへの社会的背景

3エネルギー⾃給率4% → エネルギーセキュリティの問題



⽔素エネルギーの価値

100% 再⽣可能
ゼロ・エミッション
完全⾃給⾃⾜
無限の資源
設備投資でコストが決定

100% 化⽯エネルギー
汚染 + 排出物
輸⼊エネルギー
限られた資源
燃料価格でコストが決定
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2014年3⽉10⽇ 安倍⾸参議院答弁

⽔素エネルギー活⽤を国策として進める考えを表明！

3

⽔素をしっかりと活⽤していく、
これは国策といってもいいと
思います。
再⽣可能エネルギーの⼀環
エネルギー安全保障やCO2
削減に⼤きく寄与するわけで
して、今後のエネルギーの有
⼒な⼀つと考えています。



エネルギー基本計画2014年４月以降、潮流の加速

＜水素社会の実現＞
安定供給と地球温暖化対策に貢献する水素等の新たな二次エネルギー構造への変革

☞2015年7月＜2030年まで13年度比 ＣＯ２換算で ２６％削減
10.4億トン＞ 約束草案国連に提出
☞ＣＯＰ２１ 今世紀半ばで温暖化ガス排出ゼロ

☞トヨタ環境チャレンジ２０５０（グローバル）
新車ＣＯ２ゼロ、ライフサイクルＣＯ２ゼロ、工場ＣＯ２排出ゼロ、水環境
インパクト最小化、循環型社会・システム構築、人と自然が共生する未
来づくり

東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故・エネルギーを巡る国内外の環境の大きな変化・新たなエネルギー
政策の方向性

＜再生可能エネルギー＞ ・分散型エネルギーシステムにおける再
生可能エネルギーの利用促進 風力・地熱の導入加速に向けた取組強化

☞2015年7月＜2030年の望ましい電源構成を決めるベストミックス＞
再生可能エネルギー比率２２～24％ 原子力比率22～20％

☞ＦＩＴ後に自立的に普及
☞エネルギーのパラダイムシフト始動
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グリーン⽔素開発 エネルギーミックス
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世界で増え続ける再エネ活⽤・⽯油なき⽇本の産業資源を活かす
TGE
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環境省委託事業全国マップと主な内容
代表
申請
者

実施場
所

主な内容

① トヨタ
自動
車

神奈川
県横浜
市

風力発電等由来の水素を、移動式
水素充填設備を用いて輸送し、倉庫、
工場内のFCフォークリフトで利用

② トクヤ
マ

山口県
周南市・
下関市

苛性ソーダ工場から発生する未利用
副生水素を回収し、液化・圧縮等に
より輸送、定置用FCやFCVで利用

③ エア・
ウォー
ター

北海道
河東郡
鹿追町

バイオガスから製造した水素を、水
素ガスボンベ を活用し、輸送し、定
置用FC等で利用

④ 昭和
電工

神奈川
県川崎
市

使用済プラスチック由来の水素を精
製し、パイプラインで輸送 し、業務施
設や研究施設の定置用FC等で利用

⑤ 東芝 北海道
釧路市、
白糠町

小水力発電由来の水素を、トレー
ラーやカードルにより輸送し、地域内
の酪農施設や温水プールの定置用
FCやFCV等で利用する。

⑥ 戸田
建設

長崎県
五島市

風力発電由来の水素を用いて、燃料
電池推進船の燃料として利用する。

①

④

②

③⑤

⑥
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⽔素の⼯場⽴地と輸送⼿段

原料別⼯場数、%

⾷塩電解
⽯油化学
鉄 鋼 系
メタノール
その他

計

18
6
6
5
4

3８

46
15
15
13
10
100
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シリンダー：7Nm3
15〜20Mpa

カードル：140Nm3
15〜40Mpa

チューブトレーラー:
1100〜3100Nm3

20Mpa

液⽔トレーラー：40,000L（32,000Nm3)以上
液化⽔素タンクローリー：23,000L
（18,000Nm3)

圧力 45MPa

容量 300L×24本

水素積載量 260kg(24本で）

⽔素の輸送能⼒・CO2排出1.19Kg/Km＠20ｔ⾞両 TGE
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⼭⼝県 1ヶ所

Ｋ
Ｋ

⾸都圏 37ヶ所
東京都 12
神奈川県 10
埼⽟県 9
千葉県 5
⼭梨県 1

九州圏 11ヶ所
福岡県 9
⼤分県 1
佐賀県 1

Ｋ

関⻄圏 13ヶ所

⾃⽴的・持続的・魅⼒あふれる地⽅創⽣は！
⽣活者の⾞への依存度は地⽅が⾼いのでは！

⼤阪府 7
京都府 2
三重県 2
滋賀県 1

Ｋ
中京圏 18ヶ所
愛知県 12
静岡県 10
岐⾩県 9

徳島県 1ヶ所

開所済
計画中

FCCJ HPより

重化学⼯業地域に配置される⽔素ステーション TGE
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出所：総務省「平成24年家計調査」（1世帯当たり品目別支出金額、総世帯）、
厚生労働省「平成24年賃金構造基本統計調査」

・エネルギーコスト上昇は、地域にも大きな影響を及ぼす。
・地方部は都市部よりもエネルギー負担が高いという特徴があり、
エネルギーコスト上昇のインパクトは地方においてより大きい

エネルギー支出のために要する労働日数
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電気・ガソリン代支出、市町村９割の経済圧迫 環境省調査
国際収支の地域版 2015/10/24 日経

◎市町村の９割がエネルギーの支払いで域外に富が流出。
◎エネルギー代金の支払いで赤字地域経済を圧迫。

◎エネルギーの地産地消で改善できるとみており、地方の再生可
能エネルギー導入を支援する方針。

政府のまち・ひと・しごと創生本部を通じて分析結果を自治体に配布。
エネルギーの地産地消を進める市町村に助成するほか、地球温暖化対策推進法を改正するなどし
て新たな支援策を検討する。

地域がガソリンや電気などを地域外への販売収入と購入した支出分を推計、全市町村ごとの収支。。
約７割が地域内総生産の５％以上相当の赤字で、赤字が10％以上という市町村も１割近くあり。
移動手段に自動車を頻繁に使う地域や、電気を大量に消費する施設が多い地域で赤字幅が大。
石炭火力など発電所が多く立地する地域と他の地域との格差が広がっている。
こうしたエネルギーの支払い額を合計すると、産油国に流れた分も含めて約45兆円にのぼる。
環境省はエネルギーの支払いが地域経済の重荷になる構造は続くとみる。
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2014年7⽉23⽇ ⽇本経済新聞

出所：国土交通省 国土技術政策総合研究所

バイオガス由来水素製造フロー

内容：下⽔バイオガス原料による
⽔素創エネ技術の実証

国⼟交通省
下⽔道⾰新的技術実証事業：B-DASHプロジェクト

事業者：三菱化⼯機㈱、福岡市、九州
⼤学、 豊⽥通商㈱

場所：福岡市中部⽔処理センター
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下⽔は、市⺠のエネルギー
⽇本の⾷料⾃給率は
39％(2012年度)

海外から⾷料品
を輸⼊

下⽔には、外貨が
流れている？

14

人は、より早く・より便利に・より遠くへ・動きたい

15



消費に最寄りのガソリン充てん機 最新鋭の⽔素ステーション

消費地に出向く⽔素ステーション 地産地消再エネ⽔素ステーション（ホンダ・SHS）

消費者本位・安⼼してFCVに乗れる燃料供給で『需要の⾯的創造』 TGE
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北九州市水素タウンは、工場で製造した水素をパイプラインで市
街地に供給し、一般家庭・商業施設・公共施設のエネルギー（純
水素型燃料電池）として本格的に利用する取組み。コミュニティレ
ベルでの実証は世界初。

パイプライン

北九州水素ステーション

いのちのたび博物館

水素燃料電池実証住宅

エコクラブハウス

燃料電池アシスト自転車

エコハウスホームセンター

燃料電池フォークリフト

１００ｋW燃料電池１台

１ｋW 燃料電池８台

１ｋW 燃料電池２台１ｋW燃料電池１台３ｋW 燃料電池１台１ｋW燃料電池１台

パイプライン

北九州水素ステーション

いのちのたび博物館

水素燃料電池実証住宅

エコクラブハウス

燃料電池アシスト自転車

エコハウスホームセンター

燃料電池フォークリフト

１００ｋW燃料電池１台

１ｋW 燃料電池８台

１ｋW 燃料電池２台１ｋW燃料電池１台３ｋW 燃料電池１台１ｋW燃料電池１台

パイプライン

パイプライン

ホームセンター
1kW 燃料電池 1台

北九州水素ステーション
3kW 燃料電池 1台

エコハウス
1kW 燃料電池 1台

いのちのたび博物館
100kW 燃料電池 1台

水素燃料電池実証住宅
1kW 燃料電池 7台

エコクラブハウス
1kW 燃料電池 2台

北九州水素タウン

北九州市提供資料
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水素パイプラインによる水素供給技術の実証
水素ステーションから市街地に約1.2㎞のパイプラインを配管し、水素の安定供給
などに関する運用面での課題抽出を行う。

☞ガス安全基準（高圧ガス保安法、ガス事業法、簡易ガス事業法、電気事業法）
設計・施工・維持管理、着臭、漏えい管理、材質、圧力、耐用評価その他

☞関連法規（下水道法第２４条、共同溝の整備等に関する特別措置法第１２条、
土壌汚染防止法第４条、建設リサイクル法）
☞道路使用許可（道路・占用許可申請、道路使用許可申請）

下水道管内水素供給配管・管理は！

北九州市提供資料
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都道府県 事業・研究会等の名称 期間

大阪府 おおさかFCV推進会議 2003年9月～

福岡県 福岡水素エネルギー戦略会議 2004年8月～

愛知県 あいちFCV普及促進協議会 2005年7月～

愛知県 あいち次世代自動車インフラ整備推進協議会 2013年8月～

埼玉県 埼玉県水素エネルギー普及推進協議会 2014年1月～

静岡県 ふじのくにFCV普及促進委員会 2014年2月～

東京都 水素社会の実現に向けた東京戦略会議 2014年5月～
2015年2月

岡山県 水島コンビナート総合特区水素利活用研究会 2014年7月～

神奈川県 かながわ次世代自動車普及推進協議会 FCV部会 2014年8月～

山口県 やまぐち水素成長戦略協議会 2014年11月～

徳島県 徳島県水素グリッド導入連絡協議会 2015年1月～

京都府 京都府次世代自動車普及推進協議会 FCV・水素社会研究部会 2015年2月～

北海道 北海道水素イノベーション推進協議会 2015年3月～

都道府県が主催する協議会・研究会

(株)シード・プランニング資料より
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都道府県 事業・研究会等の名称 期間

三重県 みえスマートライフ推進協議会 新エネルギー導入部会
みえ水素エネルギー社会研究会

2015年3月～

愛知県 水素エネルギー社会形成研究会 2015年3月～

宮城県 みやぎFCV普及促進協議会 2015年4月～

兵庫県 水素社会戦略協議会 2015年5月～

山梨県 やまなし・水素燃料電池ネットワーク協議会 2015年6月～

鳥取県 鳥取県水素エネルギー推進ビジョン検討会 2015年7月～

山形県 水素エネルギーの利活用に係る協議会 2015年8月～

茨城県 水素戦略会議 2015年8月～

千葉県 千葉の特色を活かした水素の利活用に関する研究会 2015年8月～

鹿児島県 水素エネルギーに関する協議会 2015年8月～

北海道 水素関連ビジネスの展開・促進に係る勉強会 2015年8月

熊本県 水素エネルギー関連の協議会 2015年10月

大分県 大分県エネルギー産業企業会 水素ワーキンググループ 2015年度～

群馬県 FCVの普及促進のための協議会 2015年度～（予定）

都道府県が主催する協議会・研究会

(株)シード・プランニング資料より
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都道府県 市町村 事業・研究会等の名称 期間

神奈川県 川崎市 川崎臨海部水素ネットワーク協議会 2013年8月～

山口県 周南市 周南市水素利活用協議会 2013年8月～

北海道 室蘭市 室蘭地域環境・エネルギーフロンティア産学官民研
究会内 水素部会

2014年2月～

兵庫県 神戸市 神戸市FCV導入促進協議会 2014年3月～
2015年3月

宮城県 大河原町 みやぎ県南水素エネルギープロジェクト協議会 2014年9月～

大阪府 堺市 堺市水素エネルギー社会推進協議会 2015年6月～

愛媛県 新居浜市 新居浜市水素社会推進協議会 2015年6月～

兵庫県 神戸市 環境貢献都市KOBE推進会議 FCVの研究部会 2015年度～（予定）

市町村が主催する協議会・研究会

(株)シード・プランニング資料より
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九州・⼭⼝各県知事、政財界からなる「九州地域戦略会議」が⽔素、海洋、地熱エネルギー分野を九州全体で重
点的に産業化を⽬指すアクションプランを策定（平成27年6⽉）(URL  http://www.kyukeiren.or.jp/news/?id=1685)

福岡⽔素戦略会議⇒広域九州⽔素エネルギー関連産業の拠点化

⽔素エネルギー関連産業の拠点化アクションプランの概要

福岡県提供資料
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地域節電所を核とした
市民参画型エネルギー
マネジメントの実現

世界に先駆ける北九州市のエネルギー政策

世界で唯一のまちなかを
舞台にした
水素社会の実現

多様なエネルギー供給の
実現（総合ショールーム）

気候変動対策に向けたエネルギー政策
省エネルギー・CO2削減の推進

再エネ･新エネを含むエネルギー源の多様化
エネルギー安全保障強化

再生可能エネルギー
をはじめとした多様な
エネルギーの創造

水素社会の実現

地域で賢く使いこなす
エネルギーのスマート
社会

北九州市提供資料
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弘前市の取組み

弘前型スマートシティ推進協議会

協議会メンバー：岩谷産業株式会社 • 川崎重工業株式会社 • 株式会社大林組 • 富士電機株式会社 • 東北緑化
環境保全株式会社 • 株式会社長大 • 株式会社日水コン • 伊藤忠商事株式会社 他 現在114社

「弘前型スマートシティ」の構築に向けて、会員相互において情報交換・共有等を行うことにより、民間の企業・団体
等と行政が一体となって取り組む体制を作り、弘前型スマートシティの構築を推進する。

①弘前型
スマートシティ構想

H25.3.27公表

②弘前型スマートシティ推進協議会H25.3発足
※東北大学多元物質科学研究所加納研究室における下水汚泥からの水素製造技術開発

弘前市総合計画の目標を実現する
に当たって

エネルギー・ICTに関する分野のマ
スタープラン

出典：弘前型スマートシティ構想 平成25年3月

弘前市の取り組み状況
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弘前市の取組み

つがるグリーン水素
プロジェクトの全体像

出典：「平成２５年度 下水道資源を活用した水素製造・販売・供給体制整備検討調査（平成２５年度先導的官民連携支援事業）報告書」平成26年2月

リーディング・プロジェクトの
位置付け

弘前市の取り組み状況
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官⺠⼀体で⽔素エネルギーの率先導⼊を⾏う！

周南市での取り組み事例 「周南市⽔素利活⽤協議会」
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目指すべき水素サプライチェーンの将来像
【本市のめざす水素社会の姿】

● 水素の多様な製造、多様な貯蔵・輸送、多様な利用を組合わせた、

安定・安価な水素サプライチェーンの全体最適都市モデル

● 地域のエネルギーを地域で賢く使いこなすエネルギーマネジメント

や、ＩＣＴ活用したコミュニティサービスが展開されたスマートコミュニティ

北九州市提供資料
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レイモンド社製フォークリフト(ナフコ) 豊⽥⾃動織機製フォークリフト(豊⽥合成)

北九州⽔素ステーションでの充填 ⽔素充填設備

燃料電池フォークリフト
国内実証

豊⽥⾃動織機製フォークリフトと
充填設備(関⻄国際空港)

2017年までに
100台導⼊予定！
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FC船の御紹介 ハンブルグ市

(参照：HySolutions、The Real Music Stationホームページ)

ZEMSHIP(Zero EMmission Ship)
「⽔と緑の都」で2006年〜運⾏
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E.ON Power to Gasプロジェクト
(ドイツ、ファルケンハーゲン市) 2012年12⽉納品

電⼒

⽔素

天然ガスライン

ソリューションプロジェクトの⽬的

・⽔素によるPower to Gasソリューション
の実証

・系統余剰電⼒によって⽔素製造
→天然ガスラインに5.7MPaで注⼊

・2MW電解装置(360Nm3/h)

・40ftコンテナ内にコンプレッサ×2搭載
天然ガスライン注⼊⽤に5.7MPaに圧縮
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ベルリン市都市清掃
燃料電池パッカー⾞導⼊

市民ごみ

電気分解 水素

ごみ発電 パッカー車
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⽔素ガス事業法と⽔素FIT制度

あるいは

⽔素エネルギー事業法新設と⽔素FITを切望

（個⼈的に）

従来法や例⽰基準から

⽔素エネルギー社会は、まったく新しい社会つくり
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市場を創る

価値を創る ⇒ ソリューションを創る

そして歴史を創る

⽔素エネルギー社会創りは “天の⼼” で
⼦孫に美⽥を残す営みではないでしょうか

⽔素エネルギー社会は待つのではない

谷グリーンエネルギー研究所

５つのＥ

ありがとうございます
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